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議

　会

　活

　動

　
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

　
　
　
　
　
　
　
広
報
づ
く
り
を

議
会
広
報
編
集
委
員
会
研
修

　

５
月
24
日(

火)

に
斉
藤
委
員
長

ほ
か
３
名
が
、
新
聞
を
使
っ
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
奥
日
報
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」
研
修
を
青
森
市

の
東
奥
日
報
新
町
ビ
ル
で
三
浦
博

史
販
売
局
次
長
兼
Ｎ
Ｉ
Ｅ
・
Ｎ
Ｉ

Ｂ
推
進
部
長
か
ら
紙
面
作
り
の
ル

ー
ル
な
ど
取
材
経
験
を
基
に
話
さ

れ
、
町
民
か

ら
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え

る
見
出
し
の

つ
け
方
な
ど

を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
翌

25
日(

水)

に

は
県
町
村
議

会
議
長
会
主

催
の
研
修
会

　

農
村
と
都
市
の
い
い
と
こ
取
り

で
「
ゆ
と
り
」
と
「
べ
ん
り
」
の

い
ろ
い
ろ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
ま

ち
岩
手
県
紫
波
町
の
「
オ
ガ
ー

ル
」
を
亀
川
議
長
ほ
か
10
名
の
議

員
が
視
察
し
た
。

　

紫
波
町
は
盛
岡
市
の
南
に
位
置

す
る
人
口
約
３
万
３
千
人
の
町
。

過
疎
化
や
高
齢
者
対
策
な
ど
の
問

に
も
参
加
し
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー

タ
ー
芳
野
政
明
氏
に
よ
る
「
住
民

に
読
ま
れ
議
会
活
動
が
伝
わ
る
」

を
聞
き
、
編
集
の
基
本
を
学
ん
だ
。

題
に
対
し
て
先
進
的
な
取
組
を
行

う
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
自
治
体
で
、

な
か
で
も
民
間
の
力
を
活
用
し
た

「
オ※

ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
。
公
民
が
連
携
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
う
ス
キ
ー
ム
の

こ
と
）
の
成
功
例
と
し
て
、
全
国

の
自
治
体
か
ら
視
察
が
絶
え
な
い

ほ
ど
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

か
つ
て
町
が
公
共
施
設
用
地
と

し
て
買
い
取
っ
た
10
・
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
土
地
が
数
年
間
手
つ
か
ず

で
雑
草
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
土

地
を
、
藤
原
前
町
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
担
う
キ
ー
マ

ン
岡
崎
氏
に
よ
り
、
町
は
公
民
連

携
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

　

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

的
は
「
町
民
の
財
産
で
あ
る
町
有

地
を
安
売
り
し
な
い
」
で
あ
り
、

ま
ち
づ
く
り
は
「
人
」
で
は
な
く

「
不
動
産
」
、
付
加
価
値
を
つ
け

れ
ば
価
値
そ
の
も
の
を
増
大
さ
せ

ら
れ
る
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
進
め

ら
れ
、
不
動
産
開
発
に
お
い
て
も

民
間
的
発
想
で
あ
る
「
経
済
の
循

環
を
重
視
」
し
、
リ
ス
ク
の
少
な

い
安
定
事
業
と
し
て
行
っ
た
と
の

こ
と
。

　

民
間
主
導
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
公

共
事
業
を
進
め
、
１
つ
に
集
約
し

た
ま
ち
、
統
一
感
の
あ
る
ま
ち
を

作
り
出
し
た
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
僅
か
10
年
ほ
ど
で

こ
こ
ま
で
整
備
し
た
こ
と
に
驚
嘆

し
た
。

　

事
業
の
手
法
や
関
係
者
の
意
識

県
外
視
察
研
修
（
岩
手
県
紫
波
町
）

７
月
12
日(

火)

▲東奥日報ビジネスセ
ミナー研修

▲町村議会広報研修会
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研
修
会
は
、
青
森
市
で
開
催
さ

れ
、
亀
川
議
長
ほ
か
10
名
の
議
員

が
参
加
し
た
。
講
師
に
多
数
の
テ

レ
ビ
番
組
に
頻
繁
に
出
演
し
て
い

る
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
﨑

史
郎
氏
が
、
政
治
記
者
43
年
間
ど

　

７
月
22
日(

金)

に
板
柳
町
で
開
催

さ
れ
た
西
北
津
軽
郡
町
議
会
議
長
会

主
催
の
「
青
森
県
知
事
講
演
会
」
に

亀
川
議
長
ほ
か
７
名
の
議
員
が
出
席

し
た
。

　

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
と
題
し

た
三
村
知
事
に
よ
る
講
演
で
は
、
青

森
県
の
き
れ
い
な
水
、
健
康
な

土
、
高
い
志
と
確
か
な
技
術
を
持
っ

た
生
産
者
、
基
本
中
の
基
本
で
あ
る

「
水
」
「
土
」
「
人
」
の
３
つ
の
基

盤
づ
く
り
を
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
こ

と
や
、
売
れ
る
も
の
を
作
る
「
農
林

水
産
業
の
収
益
力
ア
ッ
プ
」
の
流

通
・
販
売
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、

経
済
を
回
す
た
め
国
内
外
か
ら
認
め

ら
れ
る
付
加
価
値
の
高
い
産
品
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
な
ど
計
画
の
思
い

が
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
世
界
人
口
は
増
え
所
得
水

準
が
も
っ
と
上
が
る
と
見
据
え
た
り
、

冷
凍
技
術
の
向
上
な
ど
、
青
森
県
の

農
林
水
産
業
は
、
ま
だ
ま
だ
攻
め
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
今
後
も
果
敢
に

「
攻
め
ま
く
る
」
と
知
事
は
熱
く
話

し
て
い
ま
し
た
。

う
や
っ
て
人
脈
を
築
い
て
多
数
の

政
治
家
と
接
触
し
て
き
た
か
、
参

院
選
の
総
括
、
安
倍
元
首
相
の
人

を
動
か
す
力
、
岸
田
首
相
の
政
権

の
行
方
な
ど
昨
今
の
政
治
に
つ
い

て
話
さ
れ
た
。

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
月
13
日(

水)

　
「
青
森
県
知
事
講
演
会
」

西
北
津
軽
郡
議
会
議
長
会
主
催

等
オ
ガ
ー
ル
と
の
差
は
あ
る
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
熱
い
思
い

だ
け
は
持
ち
続
け
、
深
浦
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
行
き
た
い
。

※
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
オ

ガ
ー
ル
」
と
は
、
成
長
を
意
味
す
る

紫
波
の
方
言
（
津
軽
弁
で
も
同
じ
く
）

「
お
が
る
」
と
「
駅
」
を
意
味
す
る

フ
ラ
ン
ス
語
「
Ｇ
ａ
ｒ
ｅ
」(

ガ
ー
ル)

を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
紫
波
中
央
駅

前
を
「
紫
波
の
未
来
を
創
造
す
る
出

発
駅
」
と
す
る
決
意
と
、
持
続
的
成

長
と
、
民
間
の
資
金
や
能
力
を
導
入

し
、
地
域
の
課
題
解
決
等
を
推
進
す

る
事
業
。
お
役
所
言
葉
に
す
る
と
、

「
紫
波
中
央
駅
前
都
市
整
備
事
業
」

こ
れ
が
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

▲政治ジャーナリスト　田崎史郎氏

▲県下町村議会議員研修会（青森市）

▲三村申吾県知事
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委員長　斉藤　登

委　員　今　勝吉　 岩根　環　 岩谷　司

（発行者）　議　長　亀川　肇

議会に対して、ご要望・ご意見がありまし
たら、議会事務局あてにご連絡ください。

電話番号（代）７４－２１１１（内２０２）
　　　　（直）７４－４４１８

議
会
運
営
委
員
会

５
月
31
日（
火
）

調
査
事
項

１　

深
浦
町
議
会
１
１
８
回
定
例
会

の
日
程
に
つ
い
て

２　

陳
情
に
つ
い
て

３　

閉
会
中
の
継
続
調
査
及
び
審
査

の
申
出
に
つ
い
て

４　

そ
の
他

総
務
文
教
常
任
委
員
会

５
月
18
日（
火
）

所
管
事
務
の
調
査

閉
会
中
の
継
続
調
査

１　

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い

て

２　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

３　

財
政
状
況
の
見
通
し
に
つ
い
て

４　

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

５　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て

付
託
案
件
の
審
査

１　

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企

業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

２　

国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
７

月
20
日
に
固
定
化
す
る
意
見
書

を
提
出
い
た
だ
き
た
き
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会

６
月
３
日（
金
）

所
管
事
務
の
調
査

１　

水
産
試
験
事
業
の
追
跡
調
査
に

つ
い
て

２　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
事
項
に
つ
い
て

議
会
広
報
編
集
委
員
会

６
月
27
日（
月
）

・
議
会
広
報
第
70
号
の
編
集
に
つ
い

て
８
月
１
日（
月
）

・
議
会
広
報
第
70
号
の
編
集
に
つ
い

て

　
視
察
調
査
（
議
会
運
営
委
員
会
）

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
て

　

議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

導
入
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、
導

入
に
至
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
県
内

の
先
進
自
治
体
の
状
況
を
調
査
す

る
た
め
、
既
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
活
用
し
て
い
る
中
泊
町
議
会

と
青
森
市
議
会
を
視
察
し
た
。

　

７
月
25
日(

月)

、
令
和
元
年
度

に
県
内
町
村
初
と
し
て
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
し
て
い
る
中
泊

町
議
会
、
26
日(

火)

は
、
青
森
市

議
会
へ
赴
き
、
導
入
に
至
る
ま
で

の
経
緯
、
導
入
後
の
本
会
議
等
に

お
け
る
活
用
な
ど
、
実
際
に
使
用

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
な

が
ら
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
視
察
調
査
を
振
り
返
り
、

委
員
か
ら
は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
た
」
「
使

い
勝
手
が
い
い
」
な
ど
の
声
と

「
使
い
こ
な
せ
る
の
か
ど
う
か
」

と
い
っ
た
不
安
の
声
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
深
浦
町
議
会
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
て
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
参
加
者
　
斉
藤 

登
副
委
員
長
、

工
藤
博
利
委
員
、
今 

勝
吉
委
員
、

亀
川 

肇
議
長

▲中泊町議会を視察した様子

▲青森市議会を視察した様子


